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2１．本プロセスのスケジュール（実績）
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3２．本説明会の位置づけ

〇東北北部エリアにおける電源接続案件募集プロセス（以下、「本プロセ
ス」といいます。）に関する応募申込み（接続検討申込み）に対して、
平成３０年１月３１日付「接続検討（第２段階）回答書」にて回答をい
たしました。

〇本回答の内容は、当機関にて定めた本プロセスの募集要領に基づき記載
しておりますが、「回答書３．（４）工事費負担金概算」における全額
負担時の特定負担金額については、事業性を評価されるうえで、不明瞭
な記載となっており、ご迷惑をおかけいたしました。

〇該当部分について見直しを実施し、平成３０年３月２６日付「接続検討
（第２段階）回答書：見直し版」にて改めてご回答をいたしました。

〇本説明会では、その見直しに関する内容について、ご説明させて頂きま
す。



4３．入札対象工事の概要

ｏ入札対象工事案は次のとおりです（接続検討（第２段階）で回答済）。

対象設備および対策工事内容
・河辺（変）新設
・50万V出羽幹線新設
・八幡（変）新設
・27万V山形幹線50万V昇圧延長
・西山形（変）昇圧 他

工事完了予定時期
工事費負担金の入金後
約１１～１３年後

募集する容量
350万kW程度～450万kW程度※１

概算工事費
約1,276億円 （税抜）※２

※１ 「連系する電源種別」および「電源連系の地
点」により系統に与える影響が異なるため、
連系可能量は幅付となっております。

※２ 対策工事のうち、本プロセスの対象とする概
算工事費。
なお、入札対象工事費は約1,273億円（概
算工事費から土地代等を除く）[税抜]の予定。

回答書 別紙１より抜粋

発電設備の系統連系に係る当社工事・当社負担（一部貴社負担含む）

・河辺(変)新設（1,500MVA×3台）

・河辺(変)500kV引出（2回線）

・岩手(変)増設（1,000MVA×1台）

・連系可能量 3,500～4,500ＭＷ

・増強後空容量 3,500～4,500ＭＷ

河辺(変)

宮城(変)

西仙台(変)

西山形(変)

八幡(変)

越後(変)

岩手(変)

上北(変)

275kV送電線

500kV送電線

変電所

(凡例)

送電線は2回線を集約表記

秋田(変)

宮城中央(変)

・上北(変)増設（1,300MVA×1台）

電圧・安定度対策

・STATCOM設置：上北(変)，岩手(変)

・SC設置：上北(変)，青森(変)，岩手(変)，宮城(変)，宮城中央(変)，
西仙台(変)，河辺(変)，八幡(変)，西山形(変)，南相馬(変)

・SR設置：西仙台(変)，河辺(変)，八幡(変)，西山形(変)，越後(変)

・八幡(変)新設（750MVA×1台）

・八幡(変)500kV引出（4回線）

・西山形(変)昇圧（450MVA×2台）

（△300MVA×2台）

・西山形(変)500kV引出（4回線）

・越後(変)新設(1,500MVA×2台）

・越後(変)500kV引出（2回線）

・500kV出羽幹線新設

(亘長97km)

・275kV山形幹線500kV昇圧延長

(亘長98km(昇圧延長46km)) 

・275kV南山形幹線500kV昇圧

(亘長23km)

(昇圧関連変電所引込0.1km)

・275kV朝日幹線500kV昇圧

(亘長138km(昇圧関連変電所引込1.8km))

・宮城(変)増設（1,000MVA×1台）

・西仙台(変)500kV引出（2回線）

・秋田(変)275kV短絡容量対策

秋田幹線他CB取替他

(40.0kA→50.0kA)

・他社発電所275kV

CB取替

発電設備の系統連系に係る他社発電所工事・貴社負担

（再接続検討後，別途協議）

新庄(変)

・275kV秋盛幹線河辺(変)

DT引込線増強(亘長0.2km)

・新庄(変)275kV山形幹線撤去(2回線)
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ｏ合理的な設備形成を考慮した上で、「想定潮流の合理化等に向けた取組みの考え方
を最大限適用した熱容量評価」および「本プロセス後の系統における50万V送電線
ルート事故等に対する東北系統の同期安定性評価」を行った結果、入札対象工事実
施後の連系可能量は『３５０万ｋW程度～４５０万ｋW程度』となります。

ｏただし、「連系する電源種別」および「電源連系の地点」により系統に与える影響
が異なるため、今回は風力・太陽光による応募が多いことを考慮し、連系可能量は
幅付となっております。

太陽光および風力の「ならし効果」による出力評価

系統の影響評価による連系可能量

３．入札対象工事の概要



6３．入札対象工事の概要

ｏ本プロセスの募集要領において、応募容量が募集容量を超過した場合には、入札時
に「募集要領に記載の増強工事」に加えて「全ての応募者様が連系可能な増強工
事」等を原則、提示することとしておりました。

ｏ「全ての応募者様が連系可能な増強工事」は系統の同期安定性を確保するために、
送電線等増強工事にあわせて、調相設備の設置等の電圧・安定度対策が必要となり
ますが、これらの対策にも限度があることから、入札対象工事として提示しても成
立しない蓋然性が高いと当機関で判断しました。

ｏ本プロセスの入札対象工事として「全ての応募者様が連系可能な増強工事」等は提
示せず、「募集要領に記載の入札対象工事」相当の提示としております。



7４．電源線工事およびその他供給設備工事

ｏ本プロセスでは、応募のあった地点が広範かつ偏在しているため、既設系統を増強
するより、抜本的な設備形成を行う方が合理的となることから、ローカルエリア単
位で拠点変電所および送電線等（以下、ハブ変電所等）を設置し、基幹系統等へ接
続する方法を採用しております。

既設系統

27万V

15万V

既設27万V送電線

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

既設連系に
伴い大規模
増強が必要
となる

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

申込が集中
している
ローカル
エリア

増強個所

15万V

6万V

6千V

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ハブ変電所等
の設置による
連系により既
設系統の増強
を回避

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

6万V

新設個所

27万V

既設27万V送電線

△△ハブ1-0
連系送電線

27万V

△△ハブ1-0
変電所

15万V15万V

既設系統

△△ハブ1-1
連系送電線

△△ハブ1-1
変電所

15万V 15万V

6万V

6千V

申込が集中
している
ローカル
エリア

既設系統への連系 ハブ変電所等の設置による連系



8４．電源線工事およびその他供給設備工事

ｏ応募電源の連系形態は以下の基準に基づき判断しております。

案件種別 連系形態 連系判定

高圧案件

既設連系 原則は既設連系

ハブ変電所連系
周辺に既設変電所がない等によりハブ変電所
への連系が合理的な場合

特高案件

既設連系
周辺に複数の申込みがない等で、ハブ変電所
による連系が明らかに合理的でない場合

ハブ変電所連系
申込みが集中しているエリア等において、既
設系統の増強が大規模になる等、既設連系が
明らかに合理的でない場合
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工事件名 G① G② G⑨ G⑯
共有
容量

△△ハブ1-0
変電所
等新設

○ ○ ○ ○
G①～
G⑯

△△ハブ1-1
変電所
等新設

○ ○ - -
G①～
G⑧

□□
送電線
増強

○ - - ○
G①、
G⑯

ｏローカルエリアにおいて、ハブ変電所等の設置による連系と既設系統の増強による
連系が混在する場合、ハブ変電所等の設置により既設系統の増強規模縮小の受益が
あることから、新設や増強する設備毎に受益がある発電設備の容量で工事費を按分
した額を負担いただく前提で算定しております。

ｏ基幹系統（上位2電圧）となる27万V以上のハブ変電所等の費用は、今回の場合、
ハブ変電所等へは応募電源のみを連系することから、明確に受益の特定が可能であ
るため、費用負担ガイドラインに基づき、全額特定負担として算定しております。

□□送電線
増強

②
⑦

⑧⑤

④

⑥

③

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ①

ハブ変電所等
の設置による
連系により既
設系統の増強
を回避または
規模縮小の受
益Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

⑨
⑭

⑮⑫

⑪

Ｇ⑬

Ｇ

⑩

6万V

27万V

既設27万V送電線

△△ハブ1-0
連系送電線

27万V

△△ハブ1-0
変電所 15万V15万V

既設系統

△△ハブ1-1
連系送電線

△△ハブ1-1
変電所

15万V 15万V

6万V

6千V

申込が集中
している
ローカル
エリアＧ

⑯

算定対象
○：負担対象 －：負担対象外

共有容量：工事費用を負担する応募容量

４．電源線工事およびその他供給設備工事

なお、再接続検討においては、開札結果による系統連系順位に基づき、増強内容および受益を算
定するため、負担対象や負担額が変更となる場合があります。
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（３）概算工事費

○概算工事費の総額

・概算工事費の総額　 千円（消費税等相当額を含む）※1

新庄(変)275kV山形幹線撤去 ○,○○○ 千円

山形幹線昇圧延長他通信回線構成 ○,○○○ 千円

河辺(変)新設他給電設備工事 ○,○○○ 千円

内
訳

河辺(変)新設 ○,○○○ 千円

500kV出羽幹線新設 ○,○○○ 千円

八幡(変)新設 ○,○○○ 千円

秋田(変)275kV遮断器取替 ○,○○○ 千円

電圧・安定度対策 ○,○○○ 千円

上北(変)増設 ○,○○○ 千円

秋盛幹線河辺(変)DT引込線増強 ○,○○○ 千円

宮城(変)増設 ○,○○○ 千円

岩手(変)増設 ○,○○○ 千円

越後(変)新設 ○,○○○ 千円

西仙台(変)500kV引出 ○,○○○ 千円

南山形幹線昇圧 ○,○○○ 千円

朝日幹線昇圧 ○,○○○ 千円

山形幹線昇圧延長 ○,○○○ 千円

西山形(変)昇圧 ○,○○○ 千円

○○○,○○○,○○○

a. 入札対象工事 ○,○○○ 千円（消費税等相当額を除く）
※2

△△ハブ1-1連系線新設 〇〇,〇〇〇 千円

内
訳

△△ハブ1-0変電所新設 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1変電所新設 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-0連系線新設 〇〇,〇〇〇 千円

d. その他供給設備工事 〇〇〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）

計量設備工事 〇〇〇 千円

その他 - 千円

内
訳

架空線工事 〇,〇〇〇 千円

地中線工事 - 千円

変電設備工事 - 千円

c. 変電所・バンク逆潮流対策工事 〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）

給電設備工事 - 千円

通信設備工事 - 千円

b. 電源線工事 〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）

高圧案件の場合

５．見直し前（1/31）回答書

ｏ見直し前回答書について、「概算工事費の総額」は、応募者様が連系に必要とな
る全ての対策工事の総額を記載しております。なお、「概算工事費の総額」の記
載は見直し後回答書においても変更はございません。

ｏ対策工事費の総額の内訳は以下の項目が
あります。

特別高圧案件の場合

「a.入札対象工事」

「b.電源線工事」

「c.その他供給設備工事」

高圧案件の場合

「a.入札対象工事」

「b.電源線工事」

「c.変電所・バンク逆潮流対策工事」

「d.その他供給設備工事」
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ｏ「工事費負担金概算」は、応募者様にご負担いただく工事費負担金を記載してお
り、工事費負担金の内訳には以下の項目があります。

「①入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分」

「a.入札対象工事」

「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」

特別高圧案件の場合

「b.電源線工事」

「c.その他供給設備工事」

高圧案件の場合

「b.電源線工事」

「c.変電所・バンク逆潮流対策工事」

「d.その他供給設備工事」

「③一般負担の上限額超過分」（新費用負担ルール案件のみ）

５．見直し前（1/31）回答書

（４）工事費負担金概算

　○新費用負担ルールにおける工事費負担金概算

①.入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分 千円（消費税等相当額を含む）

（端数処理により、合計が合わない場合があります。）

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額（一般負担の上限額超過分は含まない）

千円（消費税等相当額を含む）（b、cの合計額）

（端数処理により、合計が合わない場合があります。）

（端数処理により、合計が合わない場合があります。）

③. 一般負担の上限額超過分
※4 ※5 千円（消費税等相当額を含む）

（端数処理により、合計が合わない場合があります。）

千円

八幡(変)新設 - 千円

山形幹線昇圧延長 - 千円

-

a. 入札対象工事(工事概要図参照) - 千円（消費税等相当額を除く）
※1

内
訳

河辺(変)新設 - 千円

500kV出羽幹線新設 -

朝日幹線昇圧 - 千円

越後(変)新設 - 千円

西山形(変)昇圧 - 千円

南山形幹線昇圧 - 千円

岩手(変)増設 - 千円

上北(変)増設 - 千円

西仙台(変)500kV引出 - 千円

宮城(変)増設 - 千円

電圧・安定度対策 - 千円

出羽幹線新設他通信回線構成 - 千円

秋盛幹線河辺(変)DT引込線増強 - 千円

秋田(変)275kV遮断器取替 - 千円

○,○○○千円～ ○,○○○

b. 電源線工事(工事概要図参照) ○,○○○ 千円～

河辺(変)新設他給電設備工事 - 千円

新庄(変)275kV山形幹線撤去 - 千円

千円

地中線工事 - 千円 - 千円

○,○○○ 千円（消費税等相当額を除く）
※2

内
訳

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

架空線工事 ○,○○○ 千円 ○,○○○

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 - 千円 - 千円

通信設備工事 - 千円 - 千円

計量設備工事 ○○○ 千円 ○○○ 千円

その他 - 千円 - 千円

c. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

○○○,○○○千円～ ○○○,○○○ 千円（消費税等相当額を除く）
※3

内
訳

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

△△ハブ1-0変電所新設 ○○,○○○ 千円 ○○,○○○ 千円

△△ハブ1-1変電所新設 ○○,○○○ 千円 ○○,○○○ 千円

△△ハブ1-0連系線新設 ○○,○○○ 千円 ○○,○○○ 千円

△△ハブ1-1連系線新設 ○○,○○○ 千円 ○○,○○○ 千円

千円 千円

○○○,○○○千円～ ○○○,○○○

一般負担の上限額超過分
容量按分負担時 全額負担時

○○○,○○○ 千円 ○○○,○○○ 千円



12新費用負担
ルール５．見直し前（1/31）回答書

ｏ算定の方法を以下の例をもとに解説します。ただし、一般負担・特定負担の金額
等は例として示したものであり、実際の回答金額とは一致しません。

(算定例) [工事費は税抜]

最大受電電力 ：10万kW

電源種別 ：太陽光(一般負担の上限額1.5万円/kW）

入札対象工事 ：1,273億円(A)(概算工事費から土地代等除く)

設備を共有する容量350万kW（連系可能量）

電源線工事 ：特定負担10億円(B) 

一般負担1億円(C)

単独負担(共有者なし)

その他供給設備(ハブ設備)

：特定負担300億円(D)

一般負担分30億円(E) 

設備を共有する容量100万kW

Ｇ

27万V

Ｇ Ｇ

Ｇ

算定対象

その他供給設備(ハブ設備)

太陽光
10万kW

15万V

A B D

入札対象工事 電源線工事 その他供給設備工事

一般負担

特定負担

(凡例)

C E

※費用負担ガイドライン
に則り一般負担を算出
（以下、同じ）

全工事費の内訳イメージ

＜新費用負担ルール適用の応募者様の場合＞

特定負担 一般負担

A:1,273億円 B:10億円 D:300億円C:1億円 E:30億円

B D A C E
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「①入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分」

ｏ入札対象工事は基幹系統（上
位２電圧）における工事であ
るため、一旦は一般負担に仕
訳（12頁の全工事費の内訳イ
メージ図のA）されることか
ら特定負担の記載はありませ
ん。

５．見直し前（1/31）回答書
新費用負担

ルール

①.入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分 千円（消費税等相当額を含む）

新庄(変)275kV山形幹線撤去 - 千円

出羽幹線新設他通信回線構成 - 千円

河辺(変)新設他給電設備工事 - 千円

秋田(変)275kV遮断器取替 - 千円

電圧・安定度対策 - 千円

上北(変)増設 - 千円

秋盛幹線河辺(変)DT引込線増強 - 千円

宮城(変)増設 - 千円

岩手(変)増設 - 千円

越後(変)新設 - 千円

西仙台(変)500kV引出 - 千円

南山形幹線昇圧 - 千円

朝日幹線昇圧 - 千円

山形幹線昇圧延長 - 千円

西山形(変)昇圧 - 千円

内
訳

河辺(変)新設 - 千円

500kV出羽幹線新設 - 千円

八幡(変)新設 - 千円

-

a. 入札対象工事(工事概要図参照) - 千円（消費税等相当額を除く）
※1
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「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」（容量按分負担時）

40億円
（= B :10億円 + D' :30億円）

「b.電源線工事」

電源線工事費のうち特定負担額は10
億円（12頁の全工事費の内訳イメー
ジ図のB）であり、電源線は他の応募
者様と共有しないため、10億円とな
ります。

「c.その他供給設備工事」

その他供給設備工事はハブ設備関連で
あり、特定負担額300億円（12頁の
全工事費の内訳イメージ図のD）、共
有する容量は100万kWである場合、
算定額は以下のとおりです。

（その他供給設備工事費）

= その他供給設備特定負担額×応募
者様の最大受電電力／その他供給
設備を共有する容量

= 300億円×10万kW／100万kW

= 30億円(D')
一般負担 特定負担(凡例)

容量按分負担時

一般負担A
1,304億円

（= A :1,273億円 + C :1億円 + E :30億円）

特定負担（B+D'）

５．見直し前（1/31）回答書
新費用負担

ルール

C E

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額（一般負担の上限額超過分は含まない）

千円（消費税等相当額を含む）（b、cの合計額）4,320,000千円～ 33,480,000

b. 電源線工事(工事概要図参照) 1,000,000 千円～ 1,000,000 千円（消費税等相当額を除く）※2

内
訳

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

架空線工事 960,000 千円 960,000 千円

地中線工事 - 千円 - 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 - 千円 - 千円

その他 - 千円 - 千円

通信設備工事 30,000 千円 30,000 千円

計量設備工事 10,000 千円 10,000 千円

c. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

3,000,000 千円～ 30,000,000 千円（消費税等相当額を除く）※4

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

△△ハブ1-0変電所新設 1,500,000 千円 15,000,000 千円

△△ハブ1-0連系線新設 1,500,000 千円 15,000,000 千円

内
訳
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「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」（全額負担時）

310億円
（= B :10億円 + D :300億円）

５．見直し前（1/31）回答書
新費用負担

ルール

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額（一般負担の上限額超過分は含まない）

千円（消費税等相当額を含む）（b、cの合計額）4,320,000千円～ 33,480,000

b. 電源線工事(工事概要図参照) 1,000,000 千円～ 1,000,000 千円（消費税等相当額を除く）※2

内
訳

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

架空線工事 960,000 千円 960,000 千円

地中線工事 - 千円 - 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 - 千円 - 千円

その他 - 千円 - 千円

通信設備工事 30,000 千円 30,000 千円

計量設備工事 10,000 千円 10,000 千円

c. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

3,000,000 千円～ 30,000,000 千円（消費税等相当額を除く）※4

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

△△ハブ1-0変電所新設 1,500,000 千円 15,000,000 千円

△△ハブ1-0連系線新設 1,500,000 千円 15,000,000 千円

内
訳

一般負担A

1,304億円
（= A :1,273億円 + C :1億円 + E :30億円）

C E

「b.電源線工事」

電源線は他の応募者様と共有しないた
め、「容量按分負担時」と同様に10
億円となります。

「c.その他供給設備工事」

その他供給設備工事の特定負担額を単
独で負担した金額となるため、300
億円となります。

全額負担時

特定負担（B+D）

一般負担 特定負担(凡例)
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「③一般負担の上限額超過分」（容量按分負担時）

一般負担の上限額超過分は、応募者様が連系に必要となる全ての対策工事の一般負担分の合
計（12頁の全工事費の内訳イメージ図のA＋C＋E）から算定しており、算定方法は以下の
とおりです。

「容量按分負担時｣の一般負担額(A, C, Eごとに共有する容量で按分)

＝ （A×10万kW／350万kW）＋C＋（E×10万kW／100万kW）

＝ 36億円＋1億円＋3億円＝ 40億円

「容量按分負担時｣の一般負担の上限額超過分

＝ 40億円－（10万kW×1.5万円/kW）＝ 40億円－15億円＝ 25億円

５．見直し前（1/31）回答書
新費用負担

ルール

③. 一般負担の上限額超過分※5 ※6 千円（消費税等相当額を含む）2,700,000千円～ 139,212,000

一般負担の上限額超過分
容量按分負担時 全額負担時

2,500,000 千円 128,900,000 千円

25億円
（＝40億円－15億円）

特定負担
（一般負担の上限額超過分）

15億円
（＝10万kW×1.5万円/kW）

一般負担
一般負担

特定負担

(凡例)

容量按分負担時

40億円

特定負担（B+D'）
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「③一般負担の上限額超過分」（全額負担時）

５．見直し前（1/31）回答書
新費用負担

ルール

③. 一般負担の上限額超過分※5 ※6 千円（消費税等相当額を含む）2,700,000千円～ 139,212,000

一般負担の上限額超過分
容量按分負担時 全額負担時

2,500,000 千円 128,900,000 千円

一般負担の上限額超過分は、応募者様が連系に必要となる全ての対策工事の一般負担分の合
計（12頁の全工事費の内訳イメージ図のA＋C＋E）から算定しており、算定方法は以下の
とおりです。

「全額負担時｣の一般負担額（A, C, E全て単独で負担と想定）

＝ A＋C＋E ＝ 1,273億円＋1億円＋30億円 ＝ 1,304億円

「全額負担時｣の一般負担額の上限額超過分

＝ 1,304億円－（10万kW×1.5万円/kW） ＝ 1,304億円－15億円 ＝ 1,289億円

全額負担時

1,289億円
（＝1,304億円－15億円）

一般負担

310億円

特定負担（B+D） 特定負担（一般負担の上限額超過分）

一般負担

特定負担

(凡例)

15億円
（＝10万kW×1.5万円/kW）
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一般負担

特定負担

(凡例)

容量按分負担時

全額負担時

５．見直し前（1/31）回答書
新費用負担

ルール

ｏ前頁までの算定の結果、「容量按分負担時」および「全額負担時」の一般負担、
特定負担の算定額はそれぞれ以下のとおりとなります。

A B D

入札対象工事 電源線工事 その他供給設備工事

C E

A:1,273億円 B:10億円 D:300億円C:1億円 E:30億円

特定負担（B + D + 一般負担の上限額超過分）

65億円
（＝10億円+30億円+25億円）

特定負担
（B + D' + 一般負担の上限額超過分）

一般負担

15億円
（＝10万kW×1.5万円/kW）

一般負担

1,599億円
（=10億円+300億円+1,289億円）

15億円
（＝10万kW×1.5万円/kW）
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(算定例) [工事費は税抜]
最大受電電力 ：10万kW
電源種別 ：太陽光
入札対象工事 ：1,273億円(ア)(概算工事費から土地代等除く)

設備を共有する容量350万kW（連系可能量）
電源線工事 ：特定負担11億円(イ)

単独負担(共有者なし)
その他供給設備(ハブ設備)

：特定負担330億円(ウ)
設備を共有する容量100万kW

Ｇ

27万V

Ｇ Ｇ

Ｇ

算定対象

その他供給設備(ハブ設備)

太陽光
10万kW

15万V

＜旧費用負担ルール適用の応募者様の場合＞

ア イ ウ

入札対象工事 電源線工事 その他供給設備工事

特定負担

(凡例)

全工事費の内訳イメージ

ア : 1,273億円 イ: 11億円 ウ : 330億円

５．見直し前（1/31）回答書
旧費用負担

ルール
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「①入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分」

ｏ旧費用負担ルールにおける入札対
象工事の特定負担分として1,273
億円（19頁の全工事費の内訳イメ
ージ図のア）を記載します。

５．見直し前（1/31）回答書
旧費用負担

ルール

（４）工事費負担金概算

○旧費用負担ルールにおける工事費負担金概算

①.入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分 千円（消費税等相当額を含む）

河辺(変)新設他給電設備工事 ○,○○○ 千円

新庄(変)275kV山形幹線撤去 ○,○○○ 千円

電圧・安定度対策 ○,○○○ 千円

出羽幹線新設他通信回線構成 ○,○○○ 千円

秋盛幹線河辺(変)DT引込線増強 ○,○○○ 千円

秋田(変)275kV遮断器取替 ○,○○○ 千円

○,○○○ 千円

南山形幹線昇圧 ○,○○○ 千円

岩手(変)増設 ○,○○○ 千円

上北(変)増設 ○,○○○ 千円

西仙台(変)500kV引出 ○,○○○ 千円

宮城(変)増設 ○,○○○ 千円

千円

八幡(変)新設 ○,○○○ 千円

山形幹線昇圧延長 ○,○○○ 千円

○○○,○○○,○○○

a. 入札対象工事(工事概要図参照) ○,○○○ 千円（消費税等相当額を除く）
※1

内
訳

河辺(変)新設 ○,○○○ 千円

500kV出羽幹線新設 ○,○○○

朝日幹線昇圧 ○,○○○ 千円

越後(変)新設 ○,○○○ 千円

西山形(変)昇圧
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②.入札対象工事を除く工事の特定負担額

千円（消費税等相当額を含む）（b、cの合計額）4,752,000千円～ 36,828,000

b. 電源線工事(工事概要図参照) 1,100,000 千円～ 1,100,000 千円（消費税等相当額を除く）
※2

内
訳

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

架空線工事 1,050,000 千円 1,050,000 千円

地中線工事 - 千円 - 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 10,000 千円 10,000 千円

通信設備工事 30,000 千円 30,000 千円

計量設備工事 10,000 千円 10,000 千円

その他 - 千円 - 千円

c. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

3,300,000千円～ 33,000,000 千円（消費税等相当額を除く）
※3

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

△△ハブ1-0変電所新設 1,650,000 千円 16,500,000 千円

△△ハブ1-0連系線新設 1,650,000 千円 16,500,000 千円

内
訳

「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」（容量按分負担時）

「b. 電源線工事」

算定方法は、新費用負担ルールにおけ
る算定の考え方と同じであり、電源線
は他の応募者様と共有しないため、
11億円となります。

「c. その他供給設備工事」

その他供給設備工事はハブ設備関連で
あり、特定負担額330億円（19頁の
全工事費の内訳イメージ図のウ）、共
有する容量は100万kWである場合、
算定額は以下のとおりです。

（その他供給設備工事費）

= その他供給設備特定負担額×応募
者様の最大受電電力／その他供給
設備を共有する容量

= 330億円×10万kW／100万kW

= 33億円(ウ')
イ:11億円 ウ' :33億円

電源線工事 その他供給設備工事

容量按分負担時

５．見直し前（1/31）回答書
旧費用負担

ルール

特定負担

(凡例)
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「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」（全額負担時）

「b. 電源線工事」

算定方法は、新費用負担ルールにおけ
る算定の考え方と同じであり、電源線
は他の応募者様と共有しないため、「
容量按分負担時」と同様に11億円と
なります。

「c. その他供給設備工事」

「全額負担時」はその他供給設備工
事の特定負担額を単独で負担した金額
となるため、330億円となります。

５．見直し前（1/31）回答書
旧費用負担

ルール

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額

千円（消費税等相当額を含む）（b、cの合計額）4,752,000千円～ 36,828,000

b. 電源線工事(工事概要図参照) 1,100,000 千円～ 1,100,000 千円（消費税等相当額を除く）
※2

内
訳

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

架空線工事 1,050,000 千円 1,050,000 千円

地中線工事 - 千円 - 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 10,000 千円 10,000 千円

通信設備工事 30,000 千円 30,000 千円

計量設備工事 10,000 千円 10,000 千円

その他 - 千円 - 千円

c. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

3,300,000千円～ 33,000,000 千円（消費税等相当額を除く）
※3

設備区分 容量按分負担時 全額負担時

△△ハブ1-0変電所新設 1,650,000 千円 16,500,000 千円

△△ハブ1-0連系線新設 1,650,000 千円 16,500,000 千円

内
訳

電源線工事 その他供給設備工事

全額負担時

イ:11億円 ウ:330億円

特定負担

(凡例)
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ｏ本プロセスでは、応募のあった地点が広範かつ偏在している場合、合理的な連系
方法として、ハブ変電所等による連系を採用しております。

ｏハブ変電所等を共有する電源は接続検討（第２段階）回答時点では決定していな
いことから本プロセスの募集要領に基づき、最大負担額として単独でその他供給
設備工事を負担する「全額負担時」を提示しておりました。

ｏ一方、開札の結果、特定エリアにおいて優先系統連系希望者が１社のみとなった
場合は、ハブ変電所による連系ではなく設備増強による既設系統への連系となる
ため、見直し前回答書では応募者様の事業性判断のために適切な情報となってお
りませんでした。

５．見直し前（1/31）回答書

「その他供給設備工事」の最大負担額を提示することが困難な理由
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負担方法（イメージ）

容量按分負担時 全額負担時

入札対象工事
（新費用負担
ルールの場合、
一般負担の上限
額超過額）

その他
供給設備工事

ハブ変電所建設
（エリアにより1箇所当たり

1,000億円規模も）

工事費負担金
（容量按分時）

工事費負担金
（全額負担時）

共有容量
にて按分

募集容量※

にて按分

数千億円を単独で負担することに

河辺（変）新設
50万V出羽幹線新設 他

（約1,273億円）

ｏ見直し前回答書では「全額負担時」に入札対象工事とその他供給設備工事の工事
費の数千億円を単独で負担することとして提示しておりました。

今回見直し

５．見直し前（1/31）回答書

※ : 連系可能量350万kW
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負担方法（イメージ）

応募地点に入札が
集中したイメージ

全エリアに入札が
分散したイメージ

入札対象工事
（新費用負担
ルールの場合、
一般負担の上限
額超過額）

その他
供給設備工事

河辺（変）新設
50万V出羽幹線新設 他

（約1,273億円）

ハブ変電所等建設
（エリアにより1箇所当たり

1,000億円規模も）

工事費負担金
（容量按分時）

工事費負担金
（今回算定方法）

共有容量
にて按分

募集容量※

にて按分

前回回答と同じ

募集容量※

にて按分

より現実的な金額に

６．見直した回答の算定方法

ｏ見直し後の回答では、「その他供給設備工事」の工事費負担金として応募地点に
入札が集中したイメージの場合と全エリアに入札が分散したイメージの場合を算
定し提示いたしました。

変更点①

変更点②変更点②

※ : 連系可能量350万kW
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ｏ見直し前回答書においては、連系可能量350万kW程度～450万kW程度のうち
、350万kWで入札が成立した場合を想定し、入札対象工事に係る一般負担の上
限額超過分の「容量按分負担時」を算定しておりました。

ｏまた、入札対象工事の費用を負担する電源容量は接続検討（第２段階）回答時点
では分からないことから、単独で入札対象工事分の費用を負担する「全額負担時
」を提示しました。

ｏ一方で、本プロセスでは接続検討（第２段階）で1,539万kWの応募を受付け、
単独で入札対象工事分の費用を負担することは現実的でないことから、「全額負
担時」の提示を取止め、入札対象工事を連系可能量である350万kWで容量按分
した負担額のみを提示しております。

６．見直した回答の算定方法

変更点① 入札対象工事に係る一般負担の上限額超過分の取扱い
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ｏ実際には入札対象工事の連系可能量までしか連系しないことから、特定エリアの最
大受電電力の合計は縮小され、設備を共有する容量が減るため、ハブ変電所等の設
備規模を変更しなければ、1社あたりの負担額が増加します。

ｏその対応として、ハブ変電所等を共有する電源容量を連系可能量相当に圧縮および
それによるハブ変電所等の規模の縮小（設備構成や電圧階級の見直し）を致します。

ｏそれを踏まえた「ハブ変電所等を共有する電源容量を連系可能量相当に圧縮した容
量按分負担時」を提示します。

「連系可能量相当に圧縮した容量按分負担時」

＝「負担額」× ×
応募者様の最大受電電力

工事費
低減比率 設備を共有する

電源の合計容量
×

連系可能量350万kW
応募容量1,539万kW

連系可能量相当に圧縮した容量按分の設備構成

15万V

6万V

再回答で見直し

27万V

6万V

Ｇ

ハブ変電所

ハブ送電線

15万V

Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ

Ｇ

見直し前回答時の全額負担時の設備構成

変更点②

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ

Ｇ Ｇ

６．見直した回答の算定方法

連系可能量を踏まえた「その他供給設備工事」の負担額見直し
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ｏ「その他供給設備工事」を共有する電源容量が縮小された場合の工事費低減の考
え方は以下のとおり

＜工事費低減の考え方＞

①容量に応じたハブ変電所および送電線の電圧階級の格下げ

②容量に応じた設備構成の見直し

（例：送電線2回線⇒１回線、変圧器２台⇒１台）

③電圧階級格下げによるハブ変電所の連系先変更に伴うハブ送電線亘長の見直し

（ただし、電圧階級格下げによって負担金工事費が増加する場合は電圧階級の
格下げは行わない）

④設備単位で電圧階級見直しに伴う工事費低減率を考慮

⑤（既設系統への連系の場合）既設系統の増強工事は連系可能量相当に圧縮した
容量按分のみ行う

ｏなお、工事費低減率は当機関にて公表した「送変電設備の標準的な単価の公表に
ついて」（平成28年3月29日）に基づき、電圧階級毎の工事費単価の平均から
「変電設備（変圧器）」、「変電設備（引出設備）」、「送電設備」毎に算出し
ております。（「東北北部エリアにおける電源接続案件募集プロセス 接続検討
(第2段階)回答書：見直し版 解説書」P24、25参照）
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ｏ応募者様によっては、連系可能量相当に圧縮した容量が自らの最大受電電力より
も小さくなるケースがあります。

ｏこのようなケースでは、「ハブ変電所等を共有する電源容量を連系可能量相当に
圧縮した容量」＝「応募者様の最大受電電力」として算定しております。

その他取扱い①

６．見直した回答の算定方法

小

『連系可能量相当に圧縮した容量按分負担』

＝「負担額」 × ×
応募者様の最大受電電力

設備を共有する
電源の合計容量

×
応募容量1,539万kW

連系可能量350万kW

工事費
低減比率

大
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15万V

6万V

【圧縮した容量が電源容量よりも大きい場合】
（最大受電電力12万kW連系を想定）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ Ｇ

27万V

6万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ

ハブ変電所

ハブ送電線

【容量按分負担時】
（44万kW全量連系を想定）

15万V

12万kW

44万kW

12万kW

12万kW

15万V開閉設備

○ハブ変電所を共有する電源容量を連系可能量相当に圧縮した容量
44万kW×350万kW／1,539万kW ≒ 10万kW

（応募者様の最大受電電力）12万kW ＞ 10万kW のため、12万kWとして算定

ｏ開札した結果、当該エリアのハブ変電所を共有する電源が１案件となれば、ハブ
変電所の設備自体が不要となりますが、接続検討（第２段階）では、ハブ変電所
を複数案件で共有することを前提としているため、開閉設備のみ工事費負担金と
して算定しております。

６．見直した回答の算定方法
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ｏ「工事費低減の考え方」の⑤について、既設系統への連系であっても応募者様に
よっては該当しないケースがあります。

「工事費低減の考え方」の⑤に該当するケース

当該エリアにハブ変電所がある場合は、「既設系統の増強工事費」を負担すると
ともに当該エリアのハブ変電所等の工事費も負担します。そのうち、「既設系統
の増強工事費」については、増強対象設備が既設設備であり、電圧階級の格下げ
は行えないため、連系可能量相当に圧縮した容量按分のみを行って算定します。

「工事費低減の考え方」の⑤に該当しないケース

当該エリアにハブ変電所がない場合は、設備を共有する電源の合計容量を連系可
能量相当に圧縮すると、自らの最大受電電力よりも小さくなる場合があるため、
見直し前回答書の算定と同様に、「既設系統の増強工事費」を単独で負担する算
定としております。

その他取扱い②
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応募地点集中時 全エリア分散時

優先系統連系希望者が応募者様の応募した地
点周辺に集中し、ハブ変電所等の設備を当該
エリアの全応募電源で共有する場合

優先系統連系希望者が全エリアに分散し、応募
者様の応募地点周辺の優先系統連系希望者が連
系可能量相当（350万kW／1,539万kW）の規
模となり、その電源でハブ変電所等の設備を共
有する場合

７．見直し後（3／26）回答書

ｏ見直し前回答書では、工事費負担金概算を「容量按分負担時」、「全額負担時」
として提示しておりましたが、見直し後回答書では、25頁における「応募地点に
入札が集中したイメージ」を「応募地点集中時」、「全エリアに入札が分散した
イメージ」を「全エリア分散時」と定義しております。

27万V

6万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ

ハブ変電所

ハブ送電線

15万V

ハブ送電線

ハブ変電所

15万V

6万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ

Ｇ Ｇ

ｏなお、再接続検討時の工事費負担金算定額は「全エリア分散時」の工事費負担金
算定額を超過する場合があります。
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「①入札対象工事の工事費総額のう
ち特定負担分」は見直し前回答書
から変更なし

７．見直し後（3／26）回答書

①.入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分 千円（消費税等相当額を含む）

新庄(変)275kV山形幹線撤去 - 千円

出羽幹線新設他通信回線構成 - 千円

河辺(変)新設他給電設備工事 - 千円

秋田(変)275kV遮断器取替 - 千円

電圧・安定度対策 - 千円

上北(変)増設 - 千円

秋盛幹線河辺(変)DT引込線増強 - 千円

宮城(変)増設 - 千円

岩手(変)増設 - 千円

越後(変)新設 - 千円

西仙台(変)500kV引出 - 千円

南山形幹線昇圧 - 千円

朝日幹線昇圧 - 千円

山形幹線昇圧延長 - 千円

西山形(変)昇圧 - 千円

内
訳

河辺(変)新設 - 千円

500kV出羽幹線新設 - 千円

八幡(変)新設 - 千円

-

a. 入札対象工事(工事概要図参照) - 千円（消費税等相当額を除く）※1

(4) 工事費負担金概算

「①入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分」

＜新費用負担ルール適用の応募者様の場合＞

新費用負担
ルール
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電源線工事

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額（一般負担の上限額超過分は含まない）

千円（消費税等相当額を含む）（b、c、dの合計額）

その他 - 千円 - 千円

通信設備工事 - 千円 - 千円

計量設備工事 〇〇〇 千円 〇〇〇 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 - 千円 - 千円

千円

地中線工事 - 千円 - 千円

〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）※2

内
訳

設備区分 応募地点集中時 全エリア分散時

架空線工事 〇,〇〇〇 千円 〇,〇〇〇

〇〇〇,〇〇〇千円～ 〇〇〇,〇〇〇

b. 電源線工事(工事概要図参照) 〇,〇〇〇 千円～

（電源線工事の工事費負担金について）

※2：　それぞれの区分における電源線工事の工事負担金の算出方法は以下のとおり。

ア　応募地点集中時　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となる電源線の工事

　　費用を利用するすべての応募者の最大受電電力で按分した額

イ　全エリア分散時　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となる電源線の工事

　　費用全額

「応募地点集中時」

見直し前回答書の「容量按分負担
時」と同じ算定方法および金額と
なります。

「全エリア分散時」

見直し前回答書の「全額負担時」
と同じ算定方法および金額となり
ます。

７．見直し後（3／26）回答書

「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」

新費用負担
ルール
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その他供給設備工事

（その他供給設備工事の工事費負担金について）

※3：　それぞれの区分におけるその他供給設備工事の工事費負担金の算出方法は以下のとおり。

ア　応募地点集中時　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となるその他供給設

　　備の工事費用にかかる特定負担額を利用するすべての応募者の最大受電電力で按分した額

イ　全エリア分散時

（「d.その他供給設備工事」にハブ変電所等工事が含まれない場合）

　　　　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となるその他供給設備の工事費用に

　　　　かかる特定負担額の全額

（「d.その他供給設備工事」にハブ変電所等工事が含まれる場合）

　　連系可能量規模相当の連系等を行うことを前提に、対策が必要となるその他供給設備の工事

　　費用（仮想設計）にかかる特定負担額を連系可能量規模相当の容量で按分した額

　なお、上記ア、イの各合計額の見比べにより、今回の検討結果における最小～最大の金額を記載

しています。

内
訳

△△ハブ1-0線新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1線新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

d. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

〇〇〇,〇〇〇千円～ 〇〇〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）※4

設備区分 応募地点集中時 全エリア分散時

△△ハブ1-0新設

「応募地点集中時」

見直し前回答書の「容量按分負担時」と
同じ算定方法および金額となります。

「全エリア分散時」

「d.（特高案件の場合c.）その他供給設備
工事」内のハブ変電所等工事の有無によ
り以下のとおりとなります。

・ハブ変電所等工事が含まれない場合

見直し前回答書の「全額負担時」と同じ算
定方法および金額となります。

・ハブ変電所等工事が含まれる場合

前述の「ハブ変電所等を共有する電源容
量を連系可能量相当に圧縮した容量按分
負担時」の算定方法および金額となりま
す。

※「全エリア分散時」の金額が「応募地点集中時」より小さくなる場合があり、この場
合「その他供給設備工事」の負担額合計は「算定結果（合計額）が小さい方の金額」～
「算定結果（合計額）が大きい方の金額」となるよう記載欄を変更しております。

７．見直し後（3／26）回答書
新費用負担

ルール
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一般負担の上限額超過分

※「全エリア分散時」の金額が「応募地点集中時」より小さくなる場合があり、この場
合、「一般負担の上限額超過分」の合計額の記載は「算定結果（合計額）が小さい方の
金額」～「算定結果（合計額）が大きい方の金額」となるよう記載欄を変更しておりま
す。

７．見直し後（3／26）回答書
新費用負担

ルール

（一般負担の上限額超過分について）

※4：  一般負担の上限額超過分とは、費用負担ガイドラインによる「一般負担のうち、『ネットワークに

接続する発電設備の規模に照らして著しく多額』として判断される基準額」を超えた額をいう。

※5：　一般負担の上限額超過分は、それぞれの対策工事の一般負担額を応募者に割り付けて算出する。そ

れぞれの区分における応募者への割付方法は以下のとおり。

ア  応募地点集中時　入札対象工事の工事費総額のうち新費用負担ルールにおける一般負担分を連系

　　可能量で按分した額と、すべての応募者が連系等をした場合に必要となる設備対策のうち当該応

　　募者が利用する設備対策の一般負担額を当該設備対策を利用するすべての応募者の応募容量で按

　　分した額の合計額のうち、一般負担の上限額を超過した額

イ  全エリア分散時

（「d.その他供給設備工事」にハブ変電所等工事が含まれない場合）

　　入札対象工事の工事費総額のうち新費用負担ルールにおける一般負担分を連系可能量で按分

　　した額と、前述の※２イ、※３イとした場合に必要となる設備対策にかかる一般負担額の合

　　計額のうち、一般負担の上限額を超過した額

（「d.その他供給設備工事」にハブ変電所等工事が含まれる場合）

　　入札対象工事の工事費総額のうち新費用負担ルールにおける一般負担分を連系可能量で按分

　　した額と、前述の※２イとした場合に必要となる設備対策にかかる一般負担額と、前述の※

　　３イとした場合に必要となる設備対策にかかる一般負担額を連系可能量規模相当の容量で按

　　分した額の合計額のうち、一般負担の上限額を超過した額

　なお、上記ア、イの各合計額の見比べにより、今回の検討結果における最小～最大の金額を記載

しています。

③. 一般負担の上限額超過分※5 ※6 千円（消費税等相当額を含む）〇〇〇千円～ 〇,〇〇〇

一般負担の上限額超過分
応募地点集中時 全エリア分散時

〇〇〇 千円 〇,〇〇〇 千円

「応募地点集中時」

見直し前回答書の「容量按分負担時」と
同じ算定方法および金額となります。

「全エリア分散時」

入札対象工事については、「応募地点集
中時」と同様、入札対象工事の工事費総
額のうち、新費用負担ルールにおける一
般負担分を連系可能量（350万kW）で
按分した額としております。

なお、入札対象工事以外は「d.（特高案
件の場合c.）その他供給設備工事」内の
ハブ変電所等工事の有無により以下のと
おりとなります。

・ハブ変電所等工事が含まれない場合

見直し前回答書の「全額負担時」と同じ
算定方法および金額となります。

・ハブ変電所等工事が含まれる場合

前述の「ハブ変電所等を共有する電源容
量を連系可能量相当に圧縮した容量按分
負担時」の算定方法および金額となりま
す。
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一般負担の上限額超過分算定根拠（参考）

［千円］

（参考）

「一般負担の上限額超過分」算定根拠

〇,〇〇〇,〇〇〇 〇,〇〇〇,〇〇〇

〇,〇〇〇 〇,〇〇〇

一般負担の上限額
［千円/kW］

(a)

最大受電電力
［kW］
(b)

△△△△15

工事種別

応募受付
番号

t◇◇001

電源種別

太陽光

一般負担の上限額超過分
(e)＝(d)-(c)

一般負担の上限額
［千円］

(c)=(a)×(b)

〇〇〇,〇〇〇

応募地点集中時 全エリア分散時

〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇

〇,〇〇〇,〇〇〇 〇,〇〇〇,〇〇〇

〇〇,〇〇〇 〇〇,〇〇〇

入札対象工事

電源線工事

その他供給設備工事

合計(d)

一般負担額

７．見直し後（3／26）回答書
新費用負担

ルール
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ｏ見直し前回答書では、入札対象工
事の工事費総額のうち特定負担分
として、全額（1,273億円）を記
載しておりましたが、応募者様の
容量按分負担時の特定負担額相当
（連系可能量350万kW）を記載し
ます。

７．見直し後（3／26）回答書

「①入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分」

＜旧費用負担ルール適用の応募者様の場合＞

（４）工事費負担金概算

○旧費用負担ルールにおける工事費負担金概算

①.入札対象工事の工事費総額のうち特定負担分 千円（消費税等相当額を含む）

河辺(変)新設他給電設備工事 千円

新庄(変)27万V山形幹線撤去 千円

電圧・安定度対策 千円

山形幹線昇圧延長他通信回線構成 千円

秋盛幹線河辺(変)DT引込線増強 千円

秋田(変)27万V遮断器取替 千円

岩手(変)増設 千円

上北(変)増設 千円

西仙台(変)50万V引出 千円

宮城(変)増設 千円

朝日幹線昇圧 千円

越後(変)新設 千円

西山形(変)昇圧 千円

南山形幹線昇圧 千円

千円

八幡(変)新設 千円

山形幹線昇圧延長 千円

〇〇,〇〇〇

a. 入札対象工事(工事概要図参照) 〇〇,〇〇〇千円（消費税等相当額を除く）
※1

内
訳

河辺(変)新設 千円

50万V出羽幹線新設

容量按分負担時の

特定負担額相当を記載

旧費用負担
ルール
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電源線工事

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額（一般負担の上限額超過分は含まない）

千円（消費税等相当額を含む）（b、c、dの合計額）

その他 - 千円 - 千円

通信設備工事 - 千円 - 千円

計量設備工事 〇〇〇 千円 〇〇〇 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 - 千円 - 千円

千円

地中線工事 - 千円 - 千円

〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）※2

内
訳

設備区分 応募地点集中時 全エリア分散時

架空線工事 〇,〇〇〇 千円 〇,〇〇〇

〇〇〇,〇〇〇千円～ 〇〇〇,〇〇〇

b. 電源線工事(工事概要図参照) 〇,〇〇〇 千円～

（電源線工事の工事費負担金について）

※2：　それぞれの区分における電源線工事の工事負担金の算出方法は以下のとおり。

ア　応募地点集中時　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となる電源線の工事

　　費用を利用するすべての応募者の最大受電電力で按分した額

イ　全エリア分散時　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となる電源線の工事

　　費用全額

「応募地点集中時」

見直し前回答書の「容量按分負担
時」と同じ算定方法および金額と
なります。

「全エリア分散時」

見直し前回答書の「全額負担時」
と同じ算定方法および金額となり
ます。

７．見直し後（3／26）回答書

「②入札対象工事を除く工事の特定負担額」

旧費用負担
ルール
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その他供給設備工事

（その他供給設備工事の工事費負担金について）

※3：　それぞれの区分におけるその他供給設備工事の工事費負担金の算出方法は以下のとおり。

ア　応募地点集中時　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となるその他供給設

　　備の工事費用にかかる特定負担額を利用するすべての応募者の最大受電電力で按分した額

イ　全エリア分散時

（「d.その他供給設備工事」にハブ変電所等工事が含まれない場合）

　　　　すべての応募者が連系等を行うことを前提に、対策が必要となるその他供給設備の工事費用に

　　　　かかる特定負担額の全額

（「d.その他供給設備工事」にハブ変電所等工事が含まれる場合）

　　連系可能量規模相当の連系等を行うことを前提に、対策が必要となるその他供給設備の工事

　　費用（仮想設計）にかかる特定負担額を連系可能量規模相当の容量で按分した額

　なお、上記ア、イの各合計額の見比べにより、今回の検討結果における最小～最大の金額を記載

しています。

内
訳

△△ハブ1-0線新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1線新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

d. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

〇〇〇,〇〇〇千円～ 〇〇〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）※4

設備区分 応募地点集中時 全エリア分散時

△△ハブ1-0新設

「応募地点集中時」

見直し前回答書の「容量按分負担時」と
同じ算定方法および金額となります。

「全エリア分散時」

「d.（特高案件の場合c.）その他供給設
備工事」内のハブ変電所等工事の有無に
より以下のとおりとなります。

・ハブ変電所等工事が含まれない場合

見直し前回答書の「全額負担時」と同じ
算定方法および金額となります。

・ハブ変電所等工事が含まれる場合

前述の「ハブ変電所等を共有する電源容
量を連系可能量相当に圧縮した容量按分
負担時」の算定方法および金額となりま
す。

※「全エリア分散時」の金額が「応募地点集中時」より小さくなる場合があり、この場
合「その他供給設備工事」の負担額合計は「算定結果（合計額）が小さい方の金額」～
「算定結果（合計額）が大きい方の金額」となるよう記載欄を変更しております。

７．見直し後（3／26）回答書
旧費用負担

ルール
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ハブ変電所等の規模見直しに伴う「送電線経路図および工事概要図」（別紙1）

ｏ見直し後回答書において、連系可能量を踏まえハブ変電所等の規模を見直した場
合、見直した「送電線経路図および工事概要図」（別紙１）を追加で添付してお
ります。

ｏなお、仮想設計（工事費低減率を乗じて概算額を算出）による概略設計のため、
図面内の工事概要の内訳（鉄塔基数等）については、お示しすることができませ
ん。

・送電線経路図及び工事概要図（電源線工事，その他供給設備工事）

※全エリア分散時

別紙1
(追加分)

275kV〇〇幹線

□ﾊﾌﾞ1-0線

□ﾊﾌﾞ1-0変電所

275kV

変圧器

貴社連系点

応募された発電所

(凡例)

G

G

[ ] 工事費用を負担する応募容量[MW]

［26］

［26］

66kV

G

33kV

G

発電設備の系統連系に係る当社工事・貴社負担

発電設備の系統連系に係る当社工事・当社負担

発電設備の系統連系に係る他社電気所工事・貴社負担

(参考)応募地点集中時におけるハブ変電所の設備構成

33kV

〇〇変電所

66kV

（補足）工事概要の内訳（鉄塔基数他）について

〇全エリア分散時の工事費は，「ハブ変電所を共有する電源容量を（連系

可能量／応募容量）に圧縮した容量」をふまえて縮小した設備構成に基づ

き，元の工事費から工事費低減比率を乗じることで算出しております。

〇このため，貴社連系に必要な工事概要の内訳については，改めてお示し

しておりません。

７．見直し後（3／26）回答書
新・旧費用負担

ルール共通



42８．第１次保証金（入札保証金）の取扱い

(1)第１次保証金(入札保証金)に関する募集要領の規定

ｏ本内容は、当機関で定めた本プロセスの募集要領における第１次保証金（入札
保証金）に関する内容です。今回の見直し回答に伴い、以下の取扱いとすること
といたしました。

募集要領 P13 2．3 入札 (2)第１次保証金(入札保証金)より抜粋
ａ 第１次保証金額
・入札にあたっては、次の①又は②のいずれか高い方の金額を第１
次保証金としてお振込みください。
① 入札負担金単価[円/kW](税抜)×最大受電電力[kW]×5%
＋消費税等相当額
② 20万円＋消費税等相当額
（略）

ｃ 第１次保証金の取扱い
入札者が本プロセスを辞退した場合は、第１次保証金を没収いたし
ます。ただし、次のいずれかの場合には、第１次保証金を返金しま
す。

（ａ）再接続検討の回答における工事費負担金(入札額を除く。)が、
接続検討(第２段階)の回答における提示額(入札対象工事費のうち
特定負担分を除く。)を超過することを理由に辞退した場合
（略）



43８．第１次保証金（入札保証金）の取扱い

ｏ入札後の辞退時における第1次保証金返金の条件として、「再接続検討の回答に
おける工事費負担金が接続検討(第2段階)の回答における提示額を超過する」場合
がありますが、今回の見直し後回答書での提示額を本条件の提示額とします。

ｏ回答書上における工事費負担金提示額の該当個所は以下のとおりです。

②.入札対象工事を除く工事の特定負担額（一般負担の上限額超過分は含まない）

千円（消費税等相当額を含む）（b、c、dの合計額）

（端数処理により，合計が合わない場合があります。）

（端数処理により，合計が合わない場合があります。）

③. 一般負担の上限額超過分
※5 ※6 千円（消費税等相当額を含む）

内
訳

〇〇〇千円～ 〇,〇〇〇

一般負担の上限額超過分
応募地点集中時 全エリア分散時

〇〇〇 千円 〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-0線新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1線新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

△△ハブ1-1新設 〇〇,〇〇〇 千円 〇〇,〇〇〇 千円

d. その他供給設備工事
   (工事概要図参照)

〇〇〇,〇〇〇千円～ 〇〇〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）
※4

設備区分 応募地点集中時 全エリア分散時

△△ハブ1-0新設

その他 - 千円 - 千円

c. 変電所・バンク逆潮流対策工事 〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）※3

通信設備工事 - 千円 - 千円

計量設備工事 〇〇〇 千円 〇〇〇 千円

変電設備工事 - 千円 - 千円

給電設備工事 - 千円 - 千円

千円

地中線工事 - 千円 - 千円

〇,〇〇〇 千円（消費税等相当額を除く）
※2

内
訳

設備区分 応募地点集中時 全エリア分散時

架空線工事 〇,〇〇〇 千円 〇,〇〇〇

〇〇〇,〇〇〇千円～ 〇〇〇,〇〇〇

b. 電源線工事(工事概要図参照) 〇,〇〇〇 千円～

記載の工事費負担金合計
(②＋③)より、入札後に示
される再接続検討回答の
工事費負担金が上回るこ
とを理由に辞退する場合
には、第１次保証金が返
金されます。
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【前提条件】

ｏその他供給設備工事の負担額（ハブ変電所・送電線等）：100億円

ｏその他供給設備工事を共有する電源：20件（全案件5万kWと想定）

【想定するモデル連系エリア】

･･･ ･･･ ････ ･･

27万V

15万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

ＧＧ

Ｇ

ハブ送電線

ハブ変電所

･
･

･
･

《20件》

ＧＧ

Ｇ

９．開札結果により負担額が増減する例

ｏ再接続検討においては、開札結果による系統連系順位に基づき、増強内容および
受益を算定するため、負担対象や負担額が変更となる場合があります。以下に、
その例を示します。



45

ｏ開札の結果、当該エリアの連系件数が20件から19件に減少

ｏ総工事費が100億円から98.8億円に減少

（15万V引出し費用1.2億円が不要）

ｏ1件あたりの負担額が5億円から5.2億円に増加

･･･ ･･･ ････ ･･

27万V

15万V

Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

ＧＧ

Ｇ

ハブ送電線

ハブ変電所

Ｇ

･
･

･
･

《20件→19件》

ＧＧ

連系件数の減少により負担額増加のケース

総工事費
100億円

回答時点の負担額 開札後の負担額

1件あたり
の負担額
5億円

（100億円／20件
= 5億円）

総工事費
98.8億円

1件あたり
の負担額
5.2億円

（98.8億円／19件
= 5.2億円）

（ケース１）連系件数減少により負担額増加のケース

９．開札結果により負担額が増減する例
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ｏ開札の結果、当該エリアの連系件数が20件から1件に減少

ｏハブ変電所への連系から既設系統への連系に見直し（既設系統の増強がない場合）

ｏ総工事費が100億円から1.2億円に減少

（既設変電所からの15万V引出し費用1.2億円）

ｏ1件あたりの負担額が5億円から1.2億円に減少

連系件数の減少により負担額減少のケース
《20件→1件》

･･･ ･･･ ････ ･･

27万V

15万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ Ｇ

Ｇ

27万V

15万V

既設系統

･
･

･
･

（ケース２）既設系統への連系に変更し負担額減少のケース
（既設系統の増強がない場合）

９．開札結果により負担額が増減する例

総工事費
100億円

回答時点の負担額

1件あたり
の負担額
5億円

（100億円／20件
= 5億円）

総工事費
1.2億円

1件あたり
の負担額
1.2億円

開札後の負担額

（1.2億円／1件
= 1.2億円）
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（ケース３－１）既設系統への連系に変更し負担額増加のケース

（既設系統の増強がある場合①）

９．開札結果により負担額が増減する例

総工事費
100億円

回答時点の負担額

1件あたり
の負担額
5億円

（100億円／20件
= 5億円）

ｏ開札の結果、当該エリアの連系件数が20件から10件に減少

ｏハブ変電所への連系から既設系統への連系に見直し（既設系統の増強がある場合）

ｏ総工事費が100億円から55億円に減少

（15万V送電線増強：45km×1億円、27万V／15万V変圧器増設他10億円）

ｏ1件あたりの負担額が5億円から5.5億円に増加

27万V

15万V

他エリアの優先系
統連系上位の案件
の連系によって空
き容量がゼロとな
り、27万V／15万
V変圧器の増設が必
要となった。

27万V

15万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ Ｇ

Ｇ

既設系統

･･･ ･･･ ････ ･･

･
･

･
･

連系件数の減少により負担額増加のケース
《20件→10件》

総工事費
55億円

1件あたり
の負担額
5.5億円

（55億円／10件
= 5.5億円）

開札後の負担額

系統連系順位(入札負担金単価の高い順)に基づき、既設設備の空容量以内で連系が可能な場合は、
その他供給設備工事に係る当該増強工事の負担は不要となります。
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他エリアよりも優先
系統連系順位が上位
となったことで、空
容量内での連系が可
能となったため27
万V／15万V変圧器
増設を回避

27万V

15万V

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ

27万V

15万V

既設系統

･･･ ･･･ ････ ･･

･
･

･
･

（ケース３－２）既設系統への連系に変更し負担額減少のケース
（既設系統の増強がある場合②）

９．開札結果により負担額が増減する例

総工事費
100億円

回答時点の負担額

1件あたり
の負担額
5億円

（100億円／20件
= 5億円）

ｏ開札の結果、当該エリアの連系件数が20件から10件に減少

ｏハブ変電所への連系から既設系統への連系に見直し（既設系統の増強がある場合）

ｏ総工事費が100億円から45億円に減少

（15万V送電線増強：45km×1億円）

ｏ1件あたりの負担額が5億円から4.5億円に減少

連系件数の減少により負担額減少のケース
《20件→10件》

Ｇ

総工事費
45億円

1件あたり
の負担額
4.5億円

（45億円／10件
= 4.5億円）

開札後の負担額

系統連系順位(入札負担金単価の高い順)に基づき、既設設備の空容量以内で連系が可能な場合は、
その他供給設備工事に係る当該増強工事の負担は不要となります。



49１０．今後のスケジュール等

ｏ国の審議会である系統ＷＧの事務局提案に基づき、本プロセスについては、「入札
受付開始までに一定期間確保する」こととしております。

ｏ詳細な期間等については、経済産業省資源エネルギー庁や東北電力と協調を図り検
討中です。

ｏ以降のスケジュールも含め明確になり次第、お知らせ致します。

第14回系統WG（平成30年1月30日） 資料２より抜粋



50１０．今後のスケジュール等

ｏ中小水力・地熱・小規模バイオマスの３電源について、一定の優先枠を設けること
については、現在、経済産業省資源エネルギー庁や東北電力と協調し検討していま
す。詳細が明確になり次第、お知らせ致します。

第14回系統WG（平成30年1月30日） 資料２より抜粋



51その他

ｏその他参考となるHPについて紹介いたします。

〔広域機関HP〕
・電源接続案件募集プロセスについて

https://www.occto.or.jp/access/process/index.html

・電源接続案件募集プロセス 実施中案件の更新情報
https://www.occto.or.jp/access/process/boshu_process_oshirase.html

・広域機関ルール（業務規程・送配電等業務指針）
https://www.occto.or.jp/article/index.html

・一般送配電事業者の送配電系統利用に関するルール(約款・系統利用ルール)リンク集
https://www.occto.or.jp/access/link/souhaidenrule.html

〔経済産業省資源エネルギー庁HP〕
・なっとく！再生可能エネルギー

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/

・発電設備の設置に伴う電力系統の増強及び事業者の費用負担等の在り方に関する指針
http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electric/summary/regulations/pdf/h27hiyoufutangl.pdf

・電気事業制度の関係法令・ガイドライン等
http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electric/summary/regulations/

・総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会
新エネルギー小委員会 系統ワーキンググループ

http://www.meti.go.jp/committee/gizi_8/19.html#keitou_wg



52その他

ｏ問合せ先をご案内いたします。

【広域機関お問合せフォーム】

電源接続案件募集プロセス用お問い合わせ

https://www.occto.or.jp/contact/anken_boshu-form.html

【東北電力お問合せ先】

・東北電力株式会社 送配電カンパニー ネットワークサービス部（電力受給G）

・メールアドレス： bosyu-p.df@tohoku-epco.co.jp 又は

boshu-p.df@tohoku-epco.co.jp

〔東北電力 募集プロセスのHP〕

電源接続案件募集プロセスの実施状況

http://www.tohoku-epco.co.jp/jiyuka/03.htm




